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当研究に至る背景
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当社はおが～るシステムという、子育て支援施設や保育園の登降園管理システムの
開発・導入を通じて、保育園等の問題解決に取り組んできました。

システム導入の確認作業の際に、毎月の行政報告などの事務作業量の増大によって
勤務時間内における本来行う業務とそれらに付随する業務のバランスの変化や勤務時間
の増大などを把握できました。
また、行政側でも報告を受ける際に修正依頼や、各保育園との連絡に苦慮されている
部分がある事も把握できました。
上記の問題においては、保育園のみ・行政のみといった片方だけの問題ではなく

両者が一体となって取り組むべき問題であると認識しております。
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今研究の宣言
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岩手インフォメーション・テクノロジー（株）は
今研究において下記の内容を実行します

保育所、市役所事務作業効率化

保育士のライフワークバランス改善

ＩＣＴ活用による
地域子育て力の向上を目的とした実証実験

見えない課題の掘り起し

課題解決のサイクル構築

①行政報告WEBシステム構築 ②潜在的な課題の解決
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滝沢市共同研究事業
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研究の目的1
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（１）現状・問題点
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研究の目的 研究の内容 研究後の効果 実施計画

・事務作業の増大によって
本来の業務に関わる時間が
減少。

・ライフワークバランスの
悪化。

・自身の子育てにも影響が
ある。

・各園から毎月集約す
る情報の確認・修正
依頼が大変。

・行政制度が変わる都度
各保育園との応対が
増大する

・保育園・保育士からの支援
が減少して不安感がある。

・より良い保育園、子育て
支援を受けられる環境を
求めている。

現在の保育の現場では事務処理の増大によって本来の業務に関わる時間が減少傾向にあり、保育士一人ひとりの
負担が大きくなっているのが現状です。
制度の複雑化や制度改変の頻度が多いことから、業務の増加、高度化、複雑化が進んでいると考えられ、その弊害
として、保育や親の支援に係るべき職員が事務に追われ本来の能力を全うできないことと、また、プライベートに
おける自身の子供に向き合う時間を圧迫していることが連想されます。
また、上記のように顕在的な課題の他に、認識されていない潜在的な課題も多くあることも推測出来ます。
行政においても制度の改変により、各園から集約すべき情報が変わり、また、集計等にも多くの時間を費やして
いることが想定できます。

行 政 保 育 園 保護者・園児

問題点
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（２）本来あるべき姿
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研究の目的 研究の内容 研究後の効果 実施計画

行 政 保 育 園 保護者・園児

・制度変更等があっても
スムーズな情報集約・
報告

・情報共有によって、子育て
施設への手厚いサポート

・保育園利用者への的確な
情報提供

・業務時間内における、子育
て業務（保育）と事務作業
のバランスの適正化

・保育士自身の子どもとふれ
合う時間の増大

・保護者の相談への親身な
対応

・子育ての困りごとを気軽に
保育士に相談できる環境

・保育園やその地域一体と
なった子育て環境

・出産や育児に対する不安が
無く、喜びとゆとりを
持って子育て出来る環境

子育てを行うべき施設において、事務作業の増大によって費やされる時間を
本来あるべき姿へ戻す事をＩＣＴによって実現するものです
本研究では明確な課題をもとに、２本の柱で行います

Phase1

Phase2

行政報告のＷＥＢ化（システム化）

新たな課題解決（ＰＤＣＡサイクルの確立）
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研究の内容２
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１ ２ ３ ４

・保育所内、市役所の事務業務を効率化するシステムの構築
・行政報告のＷＥＢ化
・情報の共有化

（１）実現方法
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研究の目的 研究の内容 研究後の効果 実施計画

サービス品質向上・ライフワークバランス改善・地域子育て力の向上

Phase1

Phase2

「事務処理による現場負荷を軽減する」

「潜在的課題の掘り起し」

保育園からの行政報告のＷＥＢ化は、他地域では行っていない新たな試みとなります。
またＰＤＣＡサイクルの確立を行う事によって、地域課題を解決する継続的なシステムを構築する事となり

滝沢市ならではの子育て環境構築が可能です

・システム構築の為に、内部業務の把握を行う際に
潜在的な課題の掘り起し、分析を行う

・課題解決のＰＤＣＡサイクルの確立を行う
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研究の目的 研究の内容 研究後の効果 実施計画

行政報告Web化詳細（２）

ＰＣ版おが～る導入

弊社おが～るシステム導入園からは、人数集計から送信まで自動化されます
登降園情報をもとに、ボタンを押すだけで集計→報告が完了します

保育園・子育て支援施設 地方自治体・行政

・専用画面で簡単入力
・入力内容をシステムが自動チェック
・ＷＥＢ上に入力すれば報告完了
・進捗率も確認出来るので、計画的な
業務計画が可能

・入力数値はあらかじめシステムが
チェックするので、修正依頼無し

・決められたフォームに入力するので
どの施設も定形でデータ作成

・制度改変、集約データ変更時にも
サーバー上から再集計可能

Phase1
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１ ２ ３ ４
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研究の目的 研究の内容 研究後の効果 実施計画

行政報告Web化詳細（２） Phase1

現在の報告方法

ＷＥＢ入力画面

専用のフォームへ入力する簡単操作が
実現可能で、パソコンが苦手な方でも
使用可能なシステムとなります。

不正な値は入力時にチェックしますので
報告後の修正依頼も皆無になります。
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研究の目的 研究の内容 研究後の効果 実施計画

PDCAサイクル詳細（３）

・フェーズ１実行時に潜在的な課題を
分析する

・客観的な見地の為、盛岡広域の
子育て関係各所との情報交換を行う

ＰＬＡＮ

ＤＯ ＣＨＥＣＫ

ＡＣＴ

PDCA

・新たな課題解決の為に、システム並び
に運用方法の改善を行う

・今サイクルの反省を踏まえ新しい
サイクルの実行を行う

・潜在的な課題の中でシステム化
出来るものを抽出し、システム化
を行う

・保育園、行政にて運用を行う

・システム化を行い運用した課題につい
て解決したか、または、他に新たに
課題が無いか検証を行う

計画

実行 評価

改善

Phase2
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研究後の効果３
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研究後の効果
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研究の目的 研究の内容 研究後の効果 実施計画

・利用者の施設に対する安心感向上
・ＷＥＢ上にデータ集約する事によって
データ分析も可能となる

・保育園事務作業効率の向上
・行政側の定期業務の効率化
・子育て支援業務の充実化
・保育士のワークライフバランスの改善

報告業務のオートメーション化

地域内情報共有化

に伴った部分

に伴った部分

滝沢市ならではの
地域子育て力向上

研究後の展開

・行政、保育園、保護者
三位一体となった子育て環境構築

・今研究で掘り起こされた解題の
継続的解決

・継続的に課題を改善する
新しいサイクルの確立

岩手ＩＴの今後の展開
滝沢市役所・滝沢広域の子育て施設との
強い連携の独自性をもってビジネスモデル
を構築し、ＩＣＴの分野から子育て力の

向上に寄与します。
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将来像
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研究の目的 研究の内容 研究後の効果 実施計画

行政・保育園・保護者
三位一体になった子育て環境構築

地域子育て力の向上からの
住民自治日本一の市へ

待機児童対策・児童虐待対策

子育て・地域ブランド化

子育て力向上に伴って
少子高齢対策

地域コミュニケーション活性化行政サービス品質向上

子ども・子育て新制度への柔軟な対応

基本理念 子どもの笑顔が輝くまちづくり
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実施計画４
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実施スケジュール
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研究の目的 研究の内容 研究後の効果 実施計画

研究の予定実施期間

契約締結日 から ２０１５ 年 ３ 月 ３１ 日まで

8月 3月2月1月12月11月10月9月

Phese 随時
課題発掘２

Phese

１ 現状調査
開発着手 実証 評価 報告

課題
分析
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実施経費
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研究の目的 研究の内容 研究後の効果 実施計画

共同研究に要する経費

事業費
内 訳

人件費 交通費 システム費
5,918,120円 5,875,000円 43,120円 円 円

２.支出（内訳を明記すること）

事業費
内 訳

市負担金 他団体補助金 自己資金 その他
5,918,120円 2,500,000円 円 3,418,120円 円
収入先

１.収入（他団体から補助金等がある場合は、団体名を明記すること。）
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実施経費
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研究の目的 研究の内容 研究後の効果 実施計画

共同研究後の想定する運用の方法並びに経費の考え方

市役所向けシステムが構築された際は、導入後の保守費用が発生します。
市役所向けシステムを外部のＷＥＢサーバーに設置した場合は、
サーバーのレンタル費用が発生します。

経費の内訳（少なくとも年度ごとに５年間）

保守費用 300,000円／年
サーバーレンタル料 30,000円／年
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